
いつの日か再開することを信じて

　新年度から、近藤李香さんと調
理員の築島眞知子さん以外は、島
を離れることになりました。小川充・
裕子先生、凛さんは宮崎市へ、佐
藤萌瑛さんは日南市の学校へ、植
野大

だ い

郎
ろ う

先生は築島分校以外の学校
へ赴任します。島に残る李香さん
も市木小学校へ通学することにな
りました。
　「これまで『築島を元気にしたい』
と子どもたちと共に頑張ってきまし
た。その気持ちは今も同じ、いつ
までも元気な島であってほしいと
願っています」と話す小川充先生。
築島がいつまでも元気であること、
そして大好きな築島分校が再開す
ることをみんなが願っています。

75年間、島の人々に愛されてきた築島分校。平成21年度で一時休校となりました。

校舎の前にみんな集まって撮影。

大好きな築島分校

学校へ行こう
　　■ 市木小学校築島分校

　

職
員
４
人
、
児
童
３
人
の
小
さ
な

学
校
、
市
木
小
学
校
築
島
分
校
（
河

野
多
己
枝
校
長
）。
75
年
間
、
築
島

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
愛
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
平
成
21
年
度
で
一
時
休
校

と
な
り
ま
し
た
。

　

長
き
に
わ
た
り
築
島
の
教
育
文
化

の
発
信
地
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て

き
た
築
島
分
校
。
河
野
校
長
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。「
市
木
小
学
校
築

島
分
校
は
本
年
度
で
休
校
と
な
り
ま

す
が
、
築
島
で
育
っ
た
た
く
ま
し
い

子
ど
も
た
ち
は
、
島
と
分
校
を
心
の

支
え
と
し
て
輝
か
し
い
未
来
を
切
り

開
い
て
く
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

新
年
度
か
ら
分
校
を
離
れ
て
も
、
築

島
で
学
ん
だ
こ
と
を
自
分
の
自
信
と

し
て
笑
顔
で
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
」。

築
島
分
校
休
校
式

な
ら
び
に
創
立
75
周
年
を
祝
う
会

　

２
月
27
日
、
築
島
分
校
の
休
校
式

と
創
立
75
周
年
を
祝
う
式
典
が
築
島

地
区
へ
き
地
集
会
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
式
に
は
関
係
者
や
卒
業
生
、
歴

代
の
職
員
、
島
民
な
ど
約
２
０
０
人

が
参
加
。
懐
か
し
い
顔
ぶ
れ
の
人
々

が
集
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
旧
交
を
温
め

ま
し
た
。

　

築
島
と
分
校
の
歴
史
を
振
り
返
る

ス
ラ
イ
ド
上
映
で
は
、
懐
か
し
い
映

像
を
児
童
の
司
会
進
行
に
よ
り
楽
し

く
上
映
。
懸
命
に
練
習
し
て
き
た
太

鼓
演
奏
や
落
語
を
披
露
し
、
築
島
へ

の
思
い
を
３
人
が
そ
れ
ぞ
れ
述
べ
る

と
、
思
わ
ず
涙
ぐ
む
人
の
姿
も
見
ら

れ
ま
し
た
。

　

１
９
３
４
年
の
創
立
以
来
75
年

間
、
多
く
の
児
童
を
育
て
て
き
た
築

島
分
校
。
近
藤
李
香
さ
ん（
５
年
生
）、

佐
藤
萌
瑛
さ
ん
（
４
年
生
）、
小
川

凛
さ
ん
（
３
年
生
）
の
３
人
も
、
誇

り
を
胸
に
旅
立
ち
ま
す
。
島
民
を
は

じ
め
、
こ
の
日
集
ま
っ
た
多
く
の

人
々
が
築
島
分
校
の
再
開
を
信
じ
て

別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。

図書館に行こう

交流員レポート
鹿
児
島
の
日
帰
り
旅

第8代国際交流員ジュリアンの日本体験記

Where is ○○ .

○○はどこですか？

Example: Where is the aquarium

例：�水族館はどこですか ?

This month's expression   

4
月
の
テ
ー
マ
展
示

[

今
月
の
新
刊]

血
戦
（
楡
周
平
）
幸
せ
上
手
（
渡
辺

淳
一
）
星
が
吸
う
水
（
村
田
沙
耶
香
）

コ
ト
リ
ト
マ
ラ
ズ
（
栗
田
有
起
）
麗

し
き
花
実（
乙
川
優
三
郎
）イ
ン
デ
ィ

ペ
ン
デ
ン
ス
・
デ
イ
（
原
田
マ
ハ
）

メ
グ
ル（
乾
ル
カ
）叫
び
と
祈
り（
梓

崎
優
）
深
重
の
橋
（
沢
田
ふ
じ
子
）

岸
辺
の
旅
（
湯
本
香
樹
実
）
オ
リ
ー

ブ
（
吉
永
南
央
）
も
も
こ
の
ま
ん
ね

ん
日
記
（
さ
く
ら
も
も
こ
）
地
上
で

最
も
巨
大
な
死
骸
（
飯
塚
朝
美
）
あ

と
よ
り
恋
の
責
め
く
れ
ば
（
竹
田
真

砂
子
）
南
の
子
供
が
夜
い
く
と
こ
ろ

（
恒
川
光
太
郎
）
竹
島
御
免
状
（
荒

山
徹
）
Ｇ
Ｅ
Ｑ
（
柴
田
哲
孝
）
コ
ロ

ヨ
シ（
三
崎
亜
紀
）ナ
ニ
カ
ア
ル（
桐

野
夏
生
）
謎
斬
り
右
近
（
中
路
哲
太
）

ス
ギ
ハ
ラ
・
ダ
ラ
ー
（
手
嶋
竜
一
）

こ
の
世
は
二
人
組
で
は
で
き
あ
が
ら

な
い
（
山
崎
ナ
オ
コ
ー
ラ
）
逆
境
を

生
き
る
（
城
山
三
郎
）
ロ
ス
ト
シ
ン

ボ
ル
（
ダ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
）
空
気
は

読
ま
な
い
（
鎌
田
実
）
白
い
花
と
鳥

た
ち
の
祈
り
（
河
野
千
恵
子
）
走
ら

ん
か
い
（
中
場
利
一
）
ハ
ナ
シ
が
う

ご
く（
田
中
啓
文
）考
え
な
い
人（
宮

沢
章
夫
）
神
の
な
せ
る
技
な
り
（
森

田
健
）
さ
よ
う
な
ら
、
私
の
嘘
（
ヒ

キ
タ
ク
ニ
オ
）

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
串
間
市
立
図
書 

館
☎
72
ー
１
１
７
７

●��

開
館
＝
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

●��

休
館
日
＝
毎
週
月
曜
日

応
連
鎖

159センチ、95キロのからだは歩いてい
るだけで人目を引く。失笑をくいとめた
い。あきらめなければならないものが、
いかに多いかをわたしは知っている。美
しい「夢の娘」への願望が引き起こす少
女たちの変化の連鎖。

朝倉　かすみ／著

感
国

香納　諒一／著

死にかけた海辺の町にもちあがった空港
建設計画。それはやがて、疲弊する共同
体、軽んじられる命、欲得におぼれる人
間を生み出す。公共事業は悪なのか。
「文芸ポスト」連載「蒼ざめた眠り」を
改題改稿、書下ろしを加え書籍化。

虚

４月23日は「子ども読書の日」です。今
年も日南・串間・志布志の図書館員が子
どもたちに読んで欲しい本を年代別に選
びました。古い本から新しい本まで、い
ろんなジャンルの本が網羅されています
ので、ぜひ手にとってみてください。

昨
年
、
串
間
に
来
る
こ
と
が
決

ま
り
、
九
州
に
来
た
こ
と
が

な
か
っ
た
自
分
は
九
州
観
光
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

串
間
は
鹿
児
島
に
近
い
の
で
、
ま

ず
は
鹿
児
島
に
行
こ
う
と
考
え
て
い

ま
し
た
。
連
休
の
た
び
に
仕
事
が
入

り
、
チ
ャ
ン
ス
が
な
か
な
か
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
先
週
の
日
曜
日
に

や
っ
と
鹿
児
島
ま
で
足
を
運
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
日
帰
り
で
し
た
が
、

十
分
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
鹿
児
島
に
行
っ
た
第
一
目
的

は
鹿
児
島
水
族
館
で
し
た
。
ク
ラ
イ

ス
ト
チ
ャ
ー
チ
に
は
ち
ゃ
ん
と
し
た

水
族
館
が
な
く
、
11
歳
の
時
に
行
っ

た
名
古
屋
港
の
水
族
館
以
来
で
し
た
。

　

海
の
天
使
ク
リ
オ
ネ
、
ジ
ン
ベ
イ

ザ
メ
や
ラ
ッ
コ
を
見
る
こ
と
が
で
き

て
す
ば
ら
し
か
っ
た
で
す
。
イ
ル
カ

の
時
間
も
と
て
も
迫
力
が
あ
り
ま
し

た
。
必
死
に
携
帯
電
話
の
カ
メ
ラ
で

ジ
ャ
ン
プ
中
の
イ
ル
カ
を
撮
ろ
う
と

し
た
の
で
す
が
、
結
局
水
し
ぶ
き
し

か
写
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

鹿
児
島
市
内
の
天
文
館
を
ぶ
ら
ぶ

ら
し
て
、
鹿
児
島
ラ
ー
メ
ン
と
白
熊

も
食
べ
ま
し
た
。
天
文
館
に
は
車
で

行
っ
た
の
で
駐
車
場
を
探
す
の
に
一

苦
労
し
ま
し
た
。
混
乱
し
た
自
分
は

路
面
電
車
に
引
か
れ
そ
う
に
な
り
ま

し
た
が
、
な
ん
と
か
死
な
ず
に
生
還

「
図
書
館
員
が
す
す
め
る
本
」

で
き
ま
し
た
。

　

観
覧
車
や
ゴ
ン
ド
ラ
が
苦
手
な
の

で
す
が
（
高
所
恐
怖
症
と
い
う
ほ
ど

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
）、
鹿
児
島
中
央

駅
の
上
に
あ
る
観
覧
車
に
乗
り
ま
し

た
。
最
初
は
手
に
汗
を
握
り
な
が
ら

｢

落
ち
な
い
、
落
ち
な
い｣
と
自
分
に

言
い
聞
か
せ
て
い
た
の
で
す
が
、
夕

焼
け
の
鹿
児
島
市
の
美
し
さ
の
あ
ま

り
緊
張
感
が
一
気
に
ほ
ぐ
れ
ま
し
た
。

　

山
あ
り
谷
あ
り
の
一
日
だ
っ
た
の

で
す
が
、
い
い
思
い
出
が
た
く
さ
ん

で
き
ま
し
た
。

水族館のイルカたち

休校式に集まった皆さんにお礼の言葉を述べる児童たち。
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